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12 月 22 日(金)の予定 

夜間例会クリスマス家族会 

12 月 29 日(金)の予定 

休会（クラブ定款） 

 

ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ ＥＡＳＴ 

ＲＯＴＡＲＹ ＣＬＵＢ 

委員長/望月一将  

副委員長/百瀬敏男 

委員/土屋 太田 村山 手島 

 

２０２３－２０２４年度会報 

会長／永田利行 幹事／籾山志基 

 
事務所／松本市深志 1-1-21 中田歯科ビル 5F 

TEL:0263-36-7737 FAX:0263-36-6009 

例会場/ホテルブエナビスタ 例会日/金曜日 12:30

～ 

通常例会         ホテル・ブエナビスタ 

司 会            淺川会場監督委員 

点鐘 12:30           永田利行会長 

国歌「君が代」「奉仕の理想」 斉唱 

長年在籍者表彰 ☆30年:太田隆治会員 

≪今月の祝・表彰≫ 

☆夫人誕生： 

北澤清隆君、小笠原信隆君 

☆結婚記念祝：小笠原信隆君 

 

 

乾杯       永田会長 

会長挨拶      永田会長 

先月、21 日と 23 日に、相次い

で当クラブの会員にまつわる記事

が市民タイムスに載っていま

したのでご紹介したいと思い

ます。一つ目は、松本少年刑務所で長年医療業務に従

事したとして、歯科医師の中田金一会員が、精神科医

の萩原徹也さんと法務大臣賞を授与されました。お二

人はそれぞれ平成 20 年(2008 年)から同刑務所で、非

常勤職員として被収容者の診察や治療をして来られ、

中田会員は、刑務所に収容されて初めて歯科治療を受

けるという被収容者もいる中、まずは治療に対する恐

怖感を取り除くことを心掛けたそうで「15年よく続け

てきたと思う。健康である限り今後も続けていきたい」

と話されました。二つ目は、松本仏教和合会婦人部の

記事で、11月 3日に開催された松本市民祭・松本まつ

りのフリーマーケットに参加しチャリティーバザーを

開いた折に、各寺が持ち寄った生活用品を販売した売

上金の中から、和合会副会長の越場住職と婦人部長の

雅子夫人のお二人で「地域のためにお役立てください」

とおもいやり BOX に寄せられました。という、正に奉

仕の精神を地で行ったような記事がありました。 

 いよいよ 12月となり、何かにつけ気忙しい時節となりまし

た。クリスマス、正月と楽しい行事を目前に、知らず知らず

のうちに気分が浮き立つ 12 月でもあります。一方で、一年

のまとめに、来年の準備にと気忙しさもピークになる頃では

ないでしょうか。この時期を、「師走」とか「年の瀬」とか表現

しますが、師走の語源として有名なのが、師走の「師」は僧

侶であるという説。かつては冬の季節、僧侶を招いて読経

などの仏事を行う家が多かったため、お坊さんが東に西に

忙しく走り回ることになり、「しがはせる」から「しはす」となっ

たといわれていますが、この漢字は当て字ともいわれ、語

源も諸説あってはっきりしていないようです。一方の「年の

瀬」とは、「年の暮れ」「年末」「歳末」を表す言葉で、何気な

く使っていますが、「瀨」は浅瀬、早瀬といった使われ方を

する言葉で、川などの流れが速かったり、急だったりする様

子を指す言葉で、つまり、年の瀬とは、年の流れの速いとこ

ろ、という意味になり、年末のあっという間に過ぎていく日々

を思えば、人の流れ、物の流れ、金銭の流れなど、生活の

一部を表しているともいえそうです。皆さんも、このひと月、

どうぞ良い年の瀬をお迎えください。 

幹事報告               籾山幹事 

１．１２月のロータリーレートは１ドル１４７円です。 

２．次週１２月８日は、クラブ定款による休会、その

翌週はホテルブエナビスタにて通常例会です。また

例会終了後に４０周年実行員会を開催致します。 

３．本日は例会終了後、年次総会を開催致します。 

４．１２月２２日（金）開催のクリスマス家族会のご

案内を、この後ＦＡＸにてお送り致します。締め切

りに間に合うよう出欠を事務局までご連絡下さい。 

５．例会変更については引き続き現在どのクラブでも

ビジター受付は実施されていません。ご了承下さい。 

出席委員会報告           吉池委員長 

本 日 12月 1日 欠席 5名   出席率約 82.75％ 

ニコニコＢＯＸ報告            中田委員 

・会員卓話を担当させて頂きます。小林あや君 

・年の瀬の気忙しい時期となりました。インフルエンザも

流行しているようですが元気で乗り切りましょう。永田君 

・IM欠席申し訳ありません。百瀬正容君 

〔夫人誕生〕北澤君 〔前回欠席〕吉池君、田村君 

〔何となく〕北村君、籾山君、福田君 

〔写真掲載〕土屋君、永田君、村山君、眞峯君、百瀬敏

男君、手島君、舘島君 
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☆☆☆ 本日のプログラム ☆☆☆ 

司会            田村プログラム委員 

【雑誌評論】越場達祐委員 

横版 P５指定記事の RI 会

長メッセージより。ゴード

ン Rマッキナリー会長は「自

然」災害など災害を語る時

には言葉を選ぶことが重要

である。自然災害と聞くと何か甚大な被害は防ぎよう

のないものと思いこまされ、支援を必要としている人

への行動が手薄になってしまう。災害を自然の一環

として考えると自然と人間の行動の複雑な相互関係

や、それが地域社会に与える影響を認識できなくな

ってしまう。災害に対する正しい言葉の使い方を心

がけることが大事である。と書かれています。 

P１９駒ケ根RCの「信州駒ケ根ハーフマラソン」で

駒ケ根名物の「冷たいドーナツ」をプレゼントしポ

リオ根絶のための寄付を募る。横組Ｐ４１指定記事２

０２４年ロータリー国際大会シンガポールで開催。同

じく指定記事ロータリー財団委員長からのメッセージ

財団補助金はザンビアでのマラリアの減少、ナイジェ

リアでの母親と乳幼児の死亡率の低下、エジプトでの

子宮頸がんの根絶に取り組んでいる。 

縦組 P４では大坂巌氏、緩和ケア医師緩和ケアとは

生命を脅かす病に関連する問題に直面している患者と

その家族のクオリティー・オブ・ライフを痛みやその

他の身体的・心理社会的・スピリチュアルの問題を早

期に見出し的確に評価を行い対応することで、苦痛を

予防し和らげることを通して向上させるアプローチで

ある。末期がんで治療が施せない終末期を迎えた患者

が対象であるホスピスケアとの違い、緩和ケアは早期

のガン患者など対象患者の「生」と「死」を支える。

「日本人が考える望ましい死」１０個より、苦痛がな

い、望んだ場所で過ごせる、医療者を信頼できる、希

望や楽しみがある、皆の負担にならない、家族といい

関係でいられる、自分のことが自分でできる、落ち着

いた環境にある、人として大事にされる、心残りがな

い、とのこと。縦組 P15歌壇より、佐久コスモス RC中

沢道保会員「早朝の千曲川添いを歩みゆく静けさ切り

裂く雉子の高鳴き」の句が印象に残りました。 

【会員卓話】小林あや会員

「フィリピン・セブ島にお

ける貧困層の現状について」 

8 月の終わりから 9 月の初

めにフィリピンのスラム街の

子供たちに音楽を教えるプログラムに参加しました。

日本の貧困層を救う為には何が必要か、まずフィリ

ピンの貧困層を自分の目で見たいと思ったからです。 

私が訪れたセブ島は、同じ

フィリピンでも観光資源が豊富

なため、治安は本土よりは良い

と言われていますが、スラムが

存在しています。通りに面した

家は小売店や飲食店が多く、

路地裏に入るにつれ長屋のよ

うな狭い住宅がひしめきあって

おり３～４畳ほどのスペース（住

宅）に５～６人が住んでいます。

プライバシーはなく、食事はス

ラム内の飲食屋台で取ること

が多い。トイレは共同。水道や

風呂はなく、共同の水浴び

場など。無戸籍の住民も存

在しています。 

明確な学歴社会の存在し、初等職業(月収 2 万円ほど)

とＩＴ関連業(6万円ほど)との収入格差。教師は４～５万円。

人力車とゴミ換金で生活する住人は 1 日 40 ペソ(100 円)

ほどの収入（月額 3,000 円ほど）です。教育に関心のない

親から育った子は、学校にいっても目標がなく、収入の高

い職にもつけないため、ドラッグや犯罪、異性交遊に早期

から興味を持ちやすく、若くして親になりやすい。親同様、

教育への関心が薄いため、貧困の連鎖が発生しています。 

スラムの子供たちに目標をもって生きて欲しいと、日本

人が現地で設立した NPO 法人セブンスピリットによると、

目標がある子はドラッグや犯罪に手を染めることはないと

いい、お金で支援してもお金の使い道がわからず、根本

的な解決には繋がるわけではなく教育支援が重要だと

いうことがわかりました。フィリピンの貧困と日本

の貧困との大きな違いは、貧困のコミュニティの有

無。フィリピンは、貧困集落の中に社会の縮図があ

り、一つの世界が存在していると感じました。 

【点鐘 13：30】           永田会長 

≪年次総会≫ 2024～2025 年度 理事・役員 

会 長               飯嶌 司 

会長エレクト(奉仕プロジェクト委員長 )  村山 智計 

副会長(会員増強委員長）         舘島 豪 

幹 事                 小林 あや 

副幹事                                吉池 裕一 

会 計                  籾山 志基 

ＳＡＡ（次年理事会にて決定） 

クラブ管理運営委員長        髙波雄一郎 

クラブ広報・雑誌委員長       北澤 清隆 

ロータリー財団委員長           眞峯  透 

※全員の賛成をもって原案通り決定いたしました。 


